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後
三
条
天
皇
に
は
五
人
、
乃
至
は
六
人
の
護
持
僧
が
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

(
1
)
 

い
る
。
成
尊
は
そ
の
う
ち
の
一
人
に
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
は
法
友
と
し
て
、
そ

し
て
護
持
僧
と
し
て
常
に
後
三
条
天
皇
に
忠
節
を
尽
く
し
た
。
も
ち
ろ
ん
後

―
―
一
条
天
皇
の
不
遇
な
東
宮
時
代
に
も
そ
の
傍
ら
に
は
成
尊
の
姿
が
あ
っ
た
。

成
尊
は
後
三
条
天
兒
の
即
位
成
就
の
た
め
に
調
伏
法
を
修
し
た
と
伝
え
ら
て

い
る
。
し
か
も
こ
の
調
伏
法
は
後
三
条
天
皇
公
認
の
も
と
で
行
わ
れ
、
こ
の

二
人
が
呪
殺
し
た
人
物
と
は
後
一
一
一
条
天
皇
の
異
母
兄
で
今
上
の
後
冷
泉
天
皇

で
あ
っ
た
と
い
う
。
調
伏
法
を
遂
行
す
る
に
は
後
三
条
天
皇
と
成
尊
が
強
い

信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
な
け
れ
ば
あ
り
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で

こ
の
二
人
の
関
係
を
考
察
す
る
。

後
三
条
天
皇
が
即
位
す
る
に
至
っ
た
物
語
に
つ
い
て
『
愛
染
玉
紹
隆
記
』

を
基
軸
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。
『
愛
染
王
紹
隆
記
』
は
、
藤
原
摂
関
家
を

後
ろ
楯
と
し
な
い
後
三
条
天
皇
の
即
位
讀
を
愛
染
明
王
を
中
心
に
語
っ
た
霊

験
諏
で
あ
る
。
霊
験
讀
と
修
法
書
と
で
は
後
一
一
一
条
天
皇
即
位
を
希
求
し
て
行

わ
れ
た
愛
染
王
法
の
捉
え
ら
れ
方
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
修
法
書
を
読

序

ー
後
三
条
天
皇
即
位
諏
を
め
ぐ
っ
て
l
|
|

後
三
条
天
皇
と
護
持
僧
・
成
尊

み
解
き
、
後
三
条
天
皇
が
異
母
兄
・
後
冷
泉
天
皇
を
調
伏
し
崩
御
せ
し
め
た

と
い
う
凄
惨
な
痕
跡
を
辿
り
、
更
に
後
三
条
天
皇
の
即
位
が
当
時
ど
の
よ
う

に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
を
愛
染
明
王
の
霊
験
讀
を
通
し
て
究
明
し
た
い
。

一
、
不
遇
の
東
宮
時
代

尊
仁
親
王
、
つ
ま
り
後
三
条
天
皇
は
後
朱
雀
天
皇
の
第
二
親
王
と
し
て
誕

生
し
た
。
禎
子
内
親
王
の
所
生
で
、
異
母
兄
に
後
冷
泉
天
皇
と
な
っ
た
親
仁

親
王
が
い
る
。
尊
仁
親
王
は
十
二
歳
で
東
宮
に
立
ち
、
三
十
五
歳
で
即
位
す

る
ま
で
、
二
十
三
年
に
わ
た
る
長
期
間
東
宮
位
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
尊
仁
親

王
が
藤
原
氏
を
外
戚
と
し
な
か
っ
た
た
め
、
関
白
藤
原
頼
通
に
冷
遇
さ
れ
た

か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
尊
仁
親
王
の
着
袴
の
様
子
を
記
し
留
め
た
『
春

(
2
)
 

記
』
長
暦
二
年
十
一
月
二
十
五
日
条
は
「
関
白
殿
被
奉
御
車
、
又
他
上
達
部

不
参
、
侍
臣
四
五
人
諸
大
夫
四
五
人
前
駆
而
已
」
と
あ
り
、
頼
通
は
関
白
の

職
掌
と
し
て
御
車
を
手
配
し
た
も
の
の
、
尊
仁
親
王
を
迎
え
受
け
る
時
に
は

参
列
も
せ
ず
、
従
っ
て
、
頼
通
に
従
う
公
卿
た
ち
も
参
ら
ず
、
前
駆
役
を
務

め
る
人
の
数
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
と
述
べ
、
頼
通
の
尊
仁
親
王
へ
の
距
離

を
置
い
た
接
し
方
を
伝
え
て
い
る
。
『
春
記
」
の
記
主
で
、
当
時
蔵
人
頭
を

奥

田

静

代
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務
め
て
い
た
藤
原
資
房
は
こ
の
一
日
を
振
り
返
り
「
惣
今

H
毎
事
似
等
閑
、

是
世
之
作
法
、
執
柄
（
頼
通
）
不
入
其
心
之
故
也
、
可
弾
指
々
々
」
と
頼
通

の
態
度
を
非
難
し
て
こ
の
日
の
日
記
を
締
め
く
く
つ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
扱
い
を
さ
れ
て
い
た
尊
仁
親
王
は
常
に
廃
太
子
を
恐
れ
な
が

ら
も
、
関
白
頼
通
の
圧
力
に
耐
え
た
。
頼
通
は
自
分
自
身
、
引
い
て
は
摂
関

家
に
と
っ
て
親
近
感
の
薄
い
尊
仁
親
王
を
一
応
、
東
宮
と
認
め
た
も
の
の
、

東
宮
た
た
せ
給
事
は
と
も
か
く
も
き
こ
ゑ
ざ
り
け
る
を
。
よ
し
の
ぶ
と

き
こ
ゑ
給
し
大
納
言
は
宇
治
殿
な
ど
の
御
を
と
う
と
の
。
た
か
ま
つ
の

御
は
ら
に
お
は
せ
し
が
。
を
ま
へ
に
ま
い
り
て
、
―
一
の
宮
（
尊
仁
親

王
）
を
ば
い
づ
れ
の
僧
に
か
つ
け
た
て
ま
つ
り
侍
べ
き
と
き
こ
ゑ
給
け

る
に
。
ば
う
に
こ
そ
は
た
て
め
。
そ
う
に
は
い
か
ゞ
つ
け
ん
。
関
白

（
頼
通
）
の
と
う
ぐ
う
の
事
は
し
づ
か
に
と
い
へ
ば
。
の
ち
に
こ
そ
は

と
お
ほ
せ
ら
れ
け
る
を
、
け
ふ
た
た
せ
給
は
ず
ば
。
か
な
ふ
ま
じ
き
こ

と
に
侍
り
と
申
給
け
れ
ば
。
さ
は
け
ふ
と
て
な
ん
東
宮
は
た
、
せ
給
け

る。

(
3
)
 

と
い
う
『
今
鏡
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
藤
原
能
信
の
後
朱
雀
天
型
へ
の
働
き

か
け
が
な
け
れ
ば
、
頼
通
は
尊
仁
親
王
の
立
太
子
を
う
や
む
や
に
し
て
し
ま

う
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
更
に
尊
仁
親
王
が
東
宮
に
冊
立
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
頼
通
の
同
母
弟
・
教
通
は
歓
子
を
、
そ
し
て
頼
通
は
寛
子
を
後
冷
泉

天
皇
の
後
宮
に
入
れ
、
男
皇
子
が
誕
生
し
た
際
に
は
尊
仁
親
王
を
廃
太
子
す

(
4
)
 

る
考
え
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
『
続
古
事
談
』

（
神
宮
文
庫
所
蔵
の
片
仮
名
本
）
は
東
宮
の
守
り
刀
・
壷
切
の
譲
渡
に
つ
い

て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

（

マ

マ

）

（

マ

マ

）

東
宮
ノ
御
マ
モ
リ
ニ
ツ
ボ
キ
リ
ト
イ
フ
大
刀
ハ
、
昭
宣
公
ノ
大
刀
也
。

延
喜
ノ
御
門
儲
君
ニ
ヲ
ハ
シ
マ
シ
ケ
ル
ニ
タ
テ
マ
ツ
ラ
レ
タ
リ
ケ
ル
ヨ

リ
ッ
タ
ハ
リ
テ
、
代
々
ノ
御
マ
モ
リ
ト
ナ
ル
ナ
リ
。

後
一
一
一
条
院
東
宮
二
立
給
時
、
後
冷
泉
院
ヨ
リ
ワ
タ
サ
レ
ザ
リ
ケ
リ
。

後
冷
泉
院
ウ
セ
給
テ
後
モ
ト
メ
イ
デ
ヽ
、
大
二
条
殿
関
白
ノ
時
、
後
三

条
院
ニ
タ
テ
マ
ツ
ラ
レ
ニ
ケ
リ
。
「
立
坊
ノ
後
廿
余
年
ワ
タ
サ
レ
デ
ヤ

ミ
ニ
キ
。
今
位
ニ
ッ
キ
テ
後
、
卜
ゞ
メ
ラ
レ
ズ
ト
モ
ア
リ
ナ
ム
」
卜
世

ノ
人
申
ケ
リ
。
後
三
条
院
ヲ
ホ
セ
ラ
レ
ケ
ル
「
神
璽
宝
剣
エ
ウ
ナ
リ
シ

カ
ド
モ
、
廿
余
年
ス
ギ
ニ
キ
。
ナ
ニ
カ
ク
ル
シ
カ
ラ
ム
」
ト
テ
ト
ゞ
マ

リ
ニ
ケ
リ
。

こ
こ
で
は
壷
切
の
剣
は
尊
仁
親
王
に
渡
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
あ
る
が
、

史
実
と
し
て
は
『
土
右
記
』
の
永
承
元
年
十
一
月
二
十
二
日
条
に
「
入
御
照

陽
舎
、
陣
中
所
司
敷
筵
道
、
宰
相
中
将
持
戴
郷
船
郊
前
行
」
と
記
さ
れ
て
お

(
5
)
 

り
、
壷
切
の
剣
は
尊
仁
親
王
立
坊
の
初
め
に
既
に
奉
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、

『
続
古
事
談
』
の
話
は
尊
仁
と
頼
通
と
の
客
観
的
な
関
係
を
反
映
し
た
話
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
説
話
が
生
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
頼

通
の
反
・
尊
仁
親
王
の
態
度
は
周
囲
に
も
敏
感
に
感
知
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。こ
の
尊
仁
親
王
の
即
位
を
物
語
る
も
の
が
『
愛
染
王
紹
隆
記
』
に
採
録
さ

れ
て
い
る
。

後
一
一
一
条
院
東
宮
ニ
テ
久
オ
ハ
シ
マ
ス
間
、
御
願
成
就
ノ
タ
メ
ニ
、
イ
カ

ナ
ル
御
祈
ヲ
カ
修
セ
ラ
ル
ヘ
キ
ト
、
小
野
僧
都
成
尊
二
仰
合
ケ
レ
ハ
、

速
疾
成
就
ノ
法
ヲ
修
セ
ラ
ル
ヘ
シ
ト
計
申
給
。
件
法
ハ
何
法
ソ
ト
ト
ハ

ル
、
愛
染
王
法
二
候
卜
申
サ
レ
ケ
リ
、
即
彼
僧
都
二
勤
修
セ
サ
セ
ラ

ル
、
処
二
、
法
験
マ
コ
ト
ニ
速
疾
ニ
シ
テ
、
御
願
程
ナ
ク
成
就
シ
ケ
レ

ハ
、
僧
都
勅
願
二
准
テ
、
丈
六
形
像
ヲ
彫
刻
シ
テ
曼
荼
羅
寺
ノ
金
堂
二

ア

ム

チ

安
置
シ
給
ケ
リ
。
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本
稿
で
は
右
に
引
用
し
た
『
愛
染
王
紹
隆
記
』
の
霊
験
諏
を
核
と
し
て
論

を
進
め
る
の
で
、
煩
を
厭
わ
ず
意
味
を
と
っ
て
い
き
た
い
。
「
後
三
条
院
は

東
宮
位
に
長
い
間
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
祈
願
が
叶
う
為
に
は
ど
の
よ
う

な
御
祈
祷
を
行
う
の
が
よ
い
だ
ろ
う
か
と
小
野
僧
都
成
尊
に
御
相
談
に
な
っ

た
と
こ
ろ
、
速
や
か
に
願
い
が
叶
う
密
教
の
修
法
を
行
わ
れ
る
の
が
よ
ろ
し

い
で
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
ば
か
り
を
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
。
そ
の
修
法
と
い
う

の
は
何
の
修
法
で
あ
る
か
と
後
三
条
院
が
問
わ
れ
、
小
野
僧
都
成
尊
は
愛
染

王
法
で
ご
ざ
い
ま
す
と
申
さ
れ
た
。
そ
こ
で
小
野
僧
都
成
尊
に
厳
か
に
行
わ

せ
な
さ
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
効
き
目
は
ま
こ
と
に
速
や
か
に
し
て
御
祈
願
は

ま
も
な
く
叶
っ
た
の
で
帝
ご
自
身
の
ご
要
望
に
よ
り
小
野
僧
都
成
尊
は
、
丈

六
の
愛
染
明
王
の
お
姿
を
彫
っ
て
曼
荼
羅
寺
の
金
堂
に
安
置
な
さ
っ
た
」
。

つ
ま
り
、
尊
仁
親
王
は
希
求
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
成
尊
に
愛
染
王
法
を
行

わ
せ
た
と
こ
ろ
悉
地
成
就
し
た
と
い
う
。

「
愛
染
王
紹
隆
記
』
の
作
者
・
編
者
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
書
写

者
は
東
寺
宝
輪
院
に
居
を
構
え
て
い
た
学
僧
・
賢
融
と
い
い
、
そ
の
内
容
は

偏
に
愛
染
明
王
の
霊
験
諏
を
物
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
成
立
は
文
永
前
後
、

つ
ま
り
―
二
六
四
年
か
ら
一
―
一
七
五
年
前
後
の
鎌
倉
時
代
中
期
で
あ
ろ
う
と

(
6
)
 

い
う
こ
と
が
櫛
田
良
洪
氏
・
永
井
義
憲
氏
に
よ
り
論
証
さ
れ
て
い
る
。

(

7

)

(

8

)

 

ま
ず
こ
の
類
話
を
渉
猟
し
た
と
こ
ろ
『
元
亨
釈
書
』
『
本
朝
高
僧
伝
』
『
真

(
9
)
 

言
伝
j

に
辿
り
着
く
。
こ
れ
ら
も
後
三
条
天
皇
の
即
位
諏
で
あ
る
が
、
『
愛

染
王
紹
隆
記
』
と
異
な
る
所
が
多
々
見
受
け
ら
れ
る
の
で
以
下
に
挙
げ
る
。

『
元
亨
釈
書
」
（
宮
内
庁
図
書
寮
本
）
第
九
．
感
進
四
之
一
「
成
尊
法
師
」

釈
成
尊
。
仁
海
法
師
僕
隷
之
子
也
。
海
見
＝
其
稚
核
↓
知
レ
為
二
法
器
↓

収
鞠
。
及
レ
長
俊
オ
日
新
。
延
久
帝
在
二
儲
位
一
久
。
以
レ
尊
為
二
法
友
↓

託
以
二
運
詐
↓
―
日
尊
入
レ
宮
。
帝
抜
ー
一
白
髪
数
茎
↓
貯
1

一
硯
蓋
＿
賜
レ
尊
。

尊
無
レ
語
而
出
。
帰
レ
坊
修
愛
染
王
供
↓
師
子
噴
レ
―
―
d

壇
↓
不
レ
幾
帝
即
レ
位
。
尊
之
遇
渥
突
。
延
久
六
年
正
月
七
日
卒
。

『
本
朝
高
僧
伝
』
（
宝
永
四
年
刊
本
）
巻
第
十
一
・
浄
恵
二
之
八

釈
成
尊
。
（
中
略
）
後
三
条
帝
在
一
一
儲
位
一
久
。
尊
為
二
法
友
↓
命
祷
二
践

詐
9
-
H入
レ
宮
。
帝
時
棟
レ
頭
。
白
髪
数
茎
。
随
レ
櫛
而
落
。
令
二
持

以
示
ー
レ
尊
。
尊
無
レ
語
而
出
。
帰
＝
所
住
房
↓
修
愛
染
王
供
↓
其
像

絃
鰍
衣
ム
内
面
盆

i
謝
。
不
レ
幾
登
詐
。
恩
遇
益
渥
。
（
後
略
）

『
真
言
伝
」
（
正
保
三
年
刊
本
）

権
少
僧
都
成
尊
J
°

仁
海
僧
正
‘
入
室
ナ
リ
。
（
中
略
）
コ
ノ
人
後
三
条

院
春
宮
ノ
御
時
ヨ
リ
護
持
二
心
ナ
シ
。
僧
都
春
宮
ノ
御
所
二
参
ラ
レ
ケ

ル
ニ
。
侍
女
＿
ー
御
ク
シ
ヲ
ケ
ッ
ラ
セ
オ
ハ
シ
マ
ス
。
御
ハ
ラ
ヘ
ニ
御
白

ガ
オ
チ
サ
セ
給
タ
リ
ケ
ル
ヲ
御
覧
シ
テ
。
白
ガ
コ
ソ
ハ
ヤ
オ
ヒ
ニ
ケ
レ

卜
仰
ラ
ル
。
僧
都
此
ノ
御
コ
ト
ハ
ヲ
承
テ
。
御
即
位
ノ
オ
ソ
キ
事
？
心
本

ナ
ク
オ
ホ
シ
メ
ス
ニ
ャ
ト
思
ケ
レ
ハ
。
小
野
ノ
住
坊
ニ
カ
ヘ
リ
。
忽
二

愛
染
王
ノ
秘
法
ヲ
修
ス
。
法
験
掲
焉
ニ
シ
テ
践
昨
ア
リ
。
是
偏
＿
一
成
尊
祇
請
ノ

イ
タ
ス
処
ナ
リ
。
聖
主
治
天
ノ
後
。
朝
恩
卜
、
コ
ホ
ラ
ス
シ
テ
。
寺
務

長
者
＿
一
至
ル
。
秘
法
悉
地
成
就
ノ
奇
特
等
憚
ア
ル
ニ
ョ
リ
テ
。
委
ク
是
ヲ

シ
ル
シ
ノ
セ
ス
ト
侍
リ
。
延
久
六
年
正
月
七

H
入
滅
。
春
秋
六
十
三
。

こ
の
よ
う
に
「
元
亨
釈
書
」
『
本
朝
高
僧
伝
』
『
真
言
伝
」
の
話
の
舞
台
は

東
宮
坊
で
、
尊
仁
親
王
が
椀
ら
せ
て
い
る
際
に
白
髪
が
抜
け
落
ち
、
尊
仁
親

王
の
白
髪
を
契
機
と
し
て
成
尊
が
愛
染
王
の
秘
法
を
修
し
た
と
い
う
構
成
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
白
髪
の
要
素
は
尊
仁
親
王
の
東
宮
時
代
が
彼
に
と
っ
て

は
白
髪
が
生
え
る
程
、
長
く
つ
ら
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
象
徴
し
て

い
る
と
解
釈
で
き
る
。
そ
し
て
『
元
亨
釈
書
j

『
本
朝
高
僧
伝
』
で
は
成
尊

の
祈
願
が
成
就
し
た
徴
と
し
て
波
線
部
の
よ
う
に
「
其
ノ
像
ノ
冠
ノ
師
子
、
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血
ヲ
吐
キ
炉
壇
ニ
ソ
ソ
ゲ
リ
」
と
愛
染
明
王
特
有
の
示
現
が
あ
っ
た
と
物
語

る。
『
元
亨
釈
書
』
『
本
朝
高
僧
伝
』
に
示
現
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
「
冠
師

(10) 

子
」
と
い
う
の
は
「
金
剛
峯
楼
閣
一
切
潅
伽
潅
祇
経
j

に
「
身
色
如
日
暉

住
於
熾
盛
輪
三
目
威
怒
視
猷
暫
鰯
税
邸
利
毛
盆
怒
形
」
と
い
う
よ
う

に
、
愛
染
明
王
の
形
像
の
―
つ
の
特
徴
と
し
て
頭
に
師
子
冠
を
戴
い
て
い
る

と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
冠
の
師
子
が
血
を
吐
い
た
と
指
摘
で
き
る
。

(11) 

愛
染
明
王
の
「
師
子
冠
」
に
関
し
て
更
に
、
『
白
宝
口
抄
』
（
高
野
山
金
剛
一
―
―

昧
院
蔵
本
）
に
も
、

小
野
僧
正
調
伏
法
時
。
書
彼
那
摩
置
師
子
口
。
師
子
牙
有
血
云
々
。
即

事
而
真
談
。
難
解
難
信
也
。
只
密
教
道
理
。
以
信
可
修
行
之
也
。

と
あ
る
。
「
那
摩
」
と
い
う
の
は
「
梵
語
集
』
に
名
前
の
こ
と
で
あ
る
と
解

(12) 

説
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
も
冠
の
師
子
に
よ
る
黙
示
が
あ
っ
た
こ
と

を
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
調
伏
し
た
い
相
手
の
名
前
を
書
い
て
師
子
の
冠

の
口
に
置
き
、
愛
染
王
法
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
示
現
と
し
て
師
子
冠
の

師
子
の
牙
に
血
が
つ
い
た
と
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
、
愛
染
王
法
の
実
態

冠
の
師
子
が
血
を
吐
く
と
い
う
示
現
を
示
し
た
の
ち
、
第
一
章
で
挙
げ
た

『
元
亨
釈
書
』
と
『
本
朝
高
僧
伝
」
そ
し
て
『
真
言
伝
』
は
「
程
な
く
後
三

条
が
即
位
な
さ
っ
た
」
と
物
語
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
成
尊
と
尊
仁
親
王
が
異
母
兄
・
後
冷
泉
天
皇
を
調
伏
す
る
た
め
に
愛

染
王
法
を
行
わ
せ
た
と
い
う
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

推
察
す
る
。

後
冷
泉
天
皇
の
崩
御
が
尊
仁
親
王
の
調
伏
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を

(13)

（

14)

（

15) 

論
証
す
る
た
め
に
、
『
厚
造
紙
」
「
玄
秘
抄
」
『
薄
草
子
口
決
」
を
根
拠
と
し

て
あ
げ
、
考
察
し
て
い
き
た
い
。

『
厚
造
紙
J

(
京
都
大
学
図
書
館
蔵
本
）

大
僧
都
樹
毛
後
冷
泉
院
御
名
梵
字
書
令
レ
持
。
是
訓
釦
故
也
。

『
玄
秘
抄
」
（
京
都
大
学
図
書
館
蔵
本
）

大
僧
都
樹
宅
後
冷
泉
院
御
名
梵
字
書
令
レ
持
レ
之
。
副
釦
故
也
云
云
゜

「
薄
草
子
口
決
」
（
大
正
大
学
蔵
本
）

大
僧
都
椒
毛
後
冷
泉
院
御
名
梵
字
書
令
レ
持
レ
之
。

11故也
。

右
に
挙
げ
た
三
つ
の
修
法
書
に
は
、
大
僧
都
（
成
尊
）
が
「
彼
手
」
に
後

冷
泉
院
の
御
名
前
と
梵
字
を
書
い
て
こ
れ
を
持
た
せ
た
が
、
こ
れ
は
調
伏
の

た
め
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
彼
手
」
が
一
体
ど
う
い
う
も
の

で
あ
る
か
は
「
金
剛
峯
楼
閣
一
切
増
伽
潅
祇
経
」
が
手
が
か
り
と
な
る
。
そ

こ
に
は
「
左
手
持
金
鈴
右
執
五
峯
杵
儀
形
如
薩
堆
安
立
衆
生
界
次

左
金
剛
弓
右
執
金
剛
箭
如
射
衆
星
光
能
成
大
染
法
怠
祁
毛
搬
艇

右
蓮
如
打
勢
一
切
悪
心
衆
速
滅
無
有
疑
」
と
あ
り
、
愛
染
明
王
の
六
臀

の
う
ち
、
左
の
第
一
手
は
鈴
を
持
ち
、
右
の
第
一
手
は
五
鈷
杵
を
、
左
の
第

二
手
に
は
弓
を
、
右
の
第
二
手
に
は
箭
、
そ
し
て
左
の
第
一
二
手
の
「
彼
手
」

を
右
の
第
三
手
に
持
っ
て
い
る
蓮
で
打
ち
砕
く
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い

(16) 

る
。
具
体
的
な
「
彼
手
」
の
解
釈
は
『
玄
秘
抄
』
に
「
彼
者
。
或
伝
云
。
所

求
事
也
。
作
二
空
手
＿
随
二
所
求
如
g-
―
其
時
↓
以
1

一
三
昧
耶
-
巴
彼
手
一
成
レ

願
。
息
災
用
レ
輪
輻
、
増
益
宝
珠
。
調
伏
一
鈷
。
敬
愛
蓮
花
。
鉤
召
鉤
。
延

命
甲
胄
〈
云
々
〉
」
と
あ
り
、
持
物
は
な
い
場
合
が
多
く
、
信
者
の
祈
願
す

る
と
こ
ろ
の
各
々
の
物
を
持
た
せ
る
の
で
あ
る
。
『
厚
造
紙
j

な
ど
の
修
法
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書
で
は
こ
の
「
彼
手
」
に
後
冷
泉
院
の
御
名
前
と
梵
字
を
書
い
た
も
の
を
持

た
せ
て
、
こ
れ
を
右
の
第
三
手
の
蓮
で
打
ち
砕
き
、
調
伏
す
る
と
説
明
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
『
厚
造
紙
』
「
玄
秘
抄
』
か
ら
時
代
の
く
だ
る
『
覚
禅

抄
j

(
増
上
寺
本
）
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

遍
知
院
授
二
得
大
寺
法
眼
手
説
。
・
呉

q
は
．
ゑ
某
甲
所
求
等
書
。

ゃ
て
ぐ
親
仁
只
≪
ぐ
で
｀
卜
書
テ
。
令
レ
持
事
ア
リ
。
令
レ
奉
ニ

後一
1

一
条
院
障
土
擬
後
冷
泉
院
↓
以
一
一
右
蓮
↓
令
レ
打
也
。
所
持
之
彼
’
後

三
条
院
之
心
性
也
。
上
こ
て
ぐ
親
仁
ー
書
。

「
遍
知
院
（
義
範
）
が
得
大
寺
法
眼
（
静
意
）
に
授
け
た
説
に
よ
る
と
、

ウ
ン
・
タ
・
キ
・
ウ
ン
の
呪
と
そ
の
人
の
名
前
、
そ
し
て
求
め
る
も
の
等
を

書
く
。
調
伏
を
意
味
す
る
梵
字
ジ
ャ
ク
・
ラ
・
ジ
ャ
と
親
仁
と
い
う
名
前
、

そ
し
て
降
伏
を
意
味
す
る
梵
字
の
ア
・
ビ
・
シ
ャ
・
ロ
・
キ
ャ
と
書
い
て
、

愛
染
明
王
の
彼
手
に
持
た
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
後
三
条
天
皇
が
後
冷
泉
天

皇
を
障
凝
さ
せ
な
れ
た
の
で
あ
る
。
右
手
に
持
っ
て
い
る
蓮
で
左
手
に
持
つ

ジ
ャ
ク
・
ラ
・
ジ
ャ
親
仁
ア
・
ビ
・
シ
ャ
・
ロ
・
キ
ャ
を
打
つ
の
で
あ
る
。

彼
手
に
持
た
せ
て
い
た
物
が
、
こ
こ
で
は
親
仁
と
い
う
名
前
と
調
伏
を
意
味

す
る
梵
字
な
の
で
、
後
冷
泉
院
を
調
伏
し
た
い
と
い
う
の
が
後
三
条
院
の
本

心
で
あ
り
、
上
に
調
伏
の
意
味
の
ラ
・
ジ
ャ
と
親
仁
の
名
を
書
い
た
の
だ
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
『
覚
禅
抄
』
に
は
修
法
を
行
っ
た
僧
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

(18) 

遍
知
院
義
範
は
成
尊
の
高
弟
で
あ
り
、
ま
た
次
に
挙
げ
る
『
覚
禅
抄
」
（
増

上
寺
本
）
に
、

伴
僧
〈
（
前
略
）
総

⇒総
認
賑
彫
？
戯
鄭
駆
似
暉
閃
戴
齢
斜
亮
搬
齢
鄭

猷
。
範
俊
於
弘
徽
殿
勤
修
。
伴
僧
愛
菩
薩
言
。
云
々
〉

と
い
う
箇
所
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
に
は
後
三
条
院
御
時
に
成
尊

勤
修
の
翔
磨
会
で
愛
菩
薩
の
真
言
が
用
い
ら
れ
た
と
あ
る
。
愛
菩
薩
と
は
愛

染
明
王
の
こ
と
で
あ
る
の
で
先
程
の
『
覚
禅
抄
』
に
「
遍
知
院
授
＝
得
大
寺

法
眼
一
一
説
」
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
た
修
法
の
記
事
も
、
後
三
条
の
た
め
に

成
尊
が
修
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

三
、
成
尊
母
・
源
俊
賢
女
を
め
ぐ
っ
て

で
は
何
故
、
複
数
い
る
護
持
僧
の
中
か
ら
、
殊
に
成
尊
が
修
法
を
行
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

小
野
僧
都
成
尊
は
「
雨
僧
正
」
の
名
で
知
ら
れ
る
小
野
僧
正
仁
海
の
弟
子

で
あ
る
。
師
の
仁
海
は
愛
染
王
法
を
広
く
修
し
始
め
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
高
弟
で
あ
っ
た
成
尊
も
愛
染
王
法
を
得
意
と
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
そ
の
後
、
成
尊
の
弟
子
の
鳥
羽
僧
正
範
俊
と
遍
智
院
僧
都
義
範
な
ど

(19) 

も
愛
染
王
法
を
頻
り
に
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
範
俊
は
『
真
言
伝
』
に
よ
る

と
、
白
河
天
皇
の
慎
み
の
年
に
愛
染
王
法
を
修
し
て
い
る
。
ま
た
義
範
も
白

河
天
皇
御
年
二
十
五
の
重
厄
の
年
に
愛
染
王
法
を
修
し
、
更
に
白
河
天
皇
中

宮
・
賢
子
の
為
に
愛
染
王
法
を
行
い
、
の
ち
の
堀
河
天
皇
を
授
か
り
、
そ
の

(20) 

御
産
の
際
に
は
孔
雀
経
法
を
修
し
た
と
い
う
。

で
は
何
故
成
尊
は
後
三
条
天
皇
の
護
持
僧
と
し
て
傍
近
く
に
仕
え
、
今
上

の
後
冷
泉
天
皇
を
調
伏
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
成
尊
の
家
系
に
負
う

と
こ
ろ
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

永
井
義
憲
氏
は
『
成
尋
阿
闇
梨
母
集
」
に
登
場
す
る
「
仁
和
寺
の
律
師
」

(21) 

に
注
目
し
て
成
尊
の
周
辺
を
内
部
徴
証
し
た
。
そ
の
要
旨
の
う
ち
、
本
稿
に

関
わ
る
と
思
わ
れ
る
要
点
は
、

①
成
尊
は
成
尋
の
一
歳
違
い
の
同
母
弟

②
成
尊
の
母
、
即
ち
成
尋
の
母
は
源
俊
賢
女
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③
成
尋
の
父
は
藤
原
実
方
の
子
の
う
ち
の
一
人
（
貞
叙
か
？
）

④
し
か
し
成
尋
の
弟
・
成
尊
の
父
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
否
か
は
未
詳

（
成
尊
と
そ
の
周
辺
）

藤
原
実
方
ー
—
ー
男
（
貞
叙
か
？
）

丁
|
成
尋

源

俊

賢

女

丁
|
|
成
尊

？・

で
あ
る
。
但
し
④
の
成
尋
と
成
尊
と
の
父
が
同
一
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点

（
主
要
関
係
簡
略
系
図
）

は
本
稿
で
論
を
進
め
て
い

能
信

く
際
、
必
ず
し
も
問
題
と

は

な

ら

な

い

。

一

実

成

女

本
稿
で
は
、
永
井
氏
の

説
を
支
持
し
、
成
尊
の
母

L
女

が

源

俊

賢

女

で

あ

る

可

能

下

|

|

|

|

資

綱

俊

賢

顕

甚

性
を
補
強
す
べ
く
論
ず
る
。

隆
国

源
俊
賢
男
・
顕
基
は
藤

原

実

成

女

と

結

婚

し

、

資

[

女

成

尋

絹
を
授
か
っ
て
い
る
。
そ

L
成
尊

し
て
も
う
一
方
の
実
成
女
、

つ
ま
り
顕
基
室
の
姉
妹
は
藤
原
能
信
の
妻
と
な
っ
て
い
る
。
福
長
進
氏
が
詳

説
す
る
よ
う
に
、
能
信
は
後
三
条
天
皇
と
址
后
禎
子
内
親
王
を
常
に
補
佐
し

て
き
た
人
物
で
あ
る
。

ま
ず
能
信
は
三
条
天
皇
中
宮
で
、
禎
子
内
親
王
の
母
で
あ
る
妍
子
の
権
亮

を
務
め
、
後
に
、
そ
の
妍
子
所
生
の
禎
子
内
親
王
に
仕
え
た
。
そ
の
の
ち
第

一
章
で
挙
げ
た
よ
う
に
後
三
条
天
皇
の
立
太
子
は
能
信
に
負
う
と
こ
ろ
が
大

き
く
、
立
坊
し
た
尊
仁
親
王
の
東
宮
大
夫
に
も
任
命
さ
れ
て
い
る
。
能
信
は

義
理
の
甥
に
あ
た
る
資
綱
と
も
親
交
を
深
め
、
造
宮
賞
を
資
綱
に
譲
り
、
資

(22) 

綱
の
昇
進
を
図
っ
た
り
し
て
い
る
。
そ
し
て
資
綱
も
ま
た
東
宮
権
亮
や
皇
太

后
宮
権
大
夫
を
務
め
た
。
つ
ま
り
能
信
も
資
綱
も
後
一
一
一
条
天
皇
と
禎
子
内
親

王
を
支
え
た
人
物
な
の
で
あ
る
。

(23) 

更
に
資
綱
に
関
し
て
は
『
古
事
談
』
「
後
三
条
院
御
幸
後
御
薬
崩
御
事
」

五
月
七
日
崩
御
〈
御
歳
四
十
〉
。
其
時
高
房
朝
臣
宅
也
〈
大
炊
御
門
南
。

万
里
小
路
東
也
〉
。
同
十
七
日
御
葬
送
〈
神
楽
岡
南
也
〉
。
源
中
納
言
資

綱
奉
レ
懸
御
骨
―
〈
云
々
〉
0

と
あ
る
よ
う
に
、
資
綱
は
後
三
条
天
皇
が
崩
御
し
た
際
に
も
忠
節
を
尽
く
し
、

そ
の
遺
骨
を
奉
持
し
て
い
る
。

資
綱
は
後
一
一
一
条
天
皇
崩
御
の
後
も
禎
子
内
親
王
や
後
三
条
天
皇
の
皇
子
女

(24) 

に
尽
く
し
た
。
『
帥
記
』
承
暦
四
年

(
1
0
八
0
)
四
月
二
十
八
日
条
に
よ

る
と
、
資
綱
は
後
三
条
天
皇
の
第
二
親
王
で
、
東
宮
の
実
仁
親
王
の
催
し
に
、

東
宮
大
夫
藤
原
能
長
、
左
京
大
夫
藤
原
公
房
、
一
二
位
侍
従
源
季
宗
、
頭
弁
藤

原
実
政
、
民
部
卿
藤
原
俊
家
、
新
中
納
言
藤
原
宗
俊
、
宰
相
中
将
源
師
忠
、

別
当
源
俊
明
、
藤
大
納
言
忠
家
、
治
部
卿
藤
原
経
季
、
左
衛
門
督
藤
原
実
季

ら
と
共
に
参
画
し
て
い
る
。
(25) 

更
に
同
年
五
月
七

H
条
で
は
陽
明
門
院
（
禎
子
内
親
王
）
、
一
品
宮
聰
子

内
親
王
、
一
云
一
宮
輔
仁
親
王
の
円
宗
寺
御
八
講
参
会
の
際
に
も
、
左
大
将
藤
原

師
通
、
宰
相
中
将
源
師
忠
、
東
宮
大
夫
藤
原
能
長
、
左
衛
門
督
藤
原
実
季
、

左
大
弁
藤
原
伊
房
、
別
当
源
俊
明
、
左
京
大
夫
藤
原
公
房
ら
と
共
に
資
綱
は
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参
列
し
て
い
る
。

(26) 

そ
し
て
同
年
同
月
二
十
八

B
に
円
宗
寺
で
行
わ
れ
た
一
品
宮
聰
子
内
親
王

の
心
講
で
も
源
資
網
を
筆
頭
に
、
左
衛
門
督
藤
原
実
季
、
新
中
納
言
藤
原
宗

俊
、
右
宰
相
中
将
藤
原
基
長
、
左
大
弁
藤
原
伊
房
、
左
京
大
夫
藤
原
公
房
、

三
位
侍
従
藤
原
季
宗
、
そ
し
て
記
主
・
源
経
信
ら
が
名
を
列
ね
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
資
綱
は
小
野
宮
流
と
道
長
室
・
源
明
子
腹
の
流
れ
の
人
々
と

共
に
後
一
1

一
条
天
皇
に
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
冊
・
禎
子
内
親
王
や
後
一
一
一
条
天
皇

の
皇
子
女
た
ち
を
精
力
的
に
支
え
た
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
成
尊
の
低
・
源
俊
賢
女
の
家
系
は
禎
子
内
親
王

と
後
一
一
一
条
天
皇
に
近
し
い
間
柄
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

護
持
僧
の
任
命
に
は
、
母
方
の
外
戚
が
関
与
す
る
と
い
う
こ
と
は
堀
祐
氏

(27) 

に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
後
一
一
一
条
天
皇
と
成
尊
と
の
関
係
を
考
慮
し
て

み
る
と
「
母
方
」
の
範
疇
に
お
け
る
任
命
権
に
よ
っ
て
、
成
尊
も
後
三
条
天

皇
の
母
方
の
縁
に
引
か
れ
る
形
で
護
持
僧
に
選
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

後
一
一
一
条
天
皇
護
持
僧
の
う
ち
の
一
人
・
勧
修
寺
僧
正
信
覚
も
ま
た
禎
子
内

親
王
と
近
し
い
間
柄
と
い
え
る
。
信
覚
の
父
は
閑
院
•
藤
原
公
季
で
、
信
覚

の
異
母
兄
弟
に

は
実
成
が
お
り
、

実
成
の
娘
の
一
―

人
は
能
信
室
、

顕
基
室
と
な
る

の
で
あ
る
。

従
っ
て
信
覚
も

実
成
女
た
ち
を

介
し
て
後
三
条

能
信

女

公

季

実

成

ー

＇

↓

行

成

詞ぃ|ー資綱

四
、
「
癒
癒
」
に
よ
る
後
冷
泉
天
皇
の
崩
御

天
皇
と
禎
子
内
親
王
の
縁
に
連
な
る
の
で
あ
る
。
系
図
の
輪
を
つ
な
げ
る
と

信
覚
も
成
尊
と
同
様
、
後
三
条
天
皇
と
そ
の
生
母
・
禎
子
内
親
王
に
帰
結
す

る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
調
伏
法
は
愛
染
王
法
以
外
に
も
大
威
徳
法
・
転
法
輪
法
な
ど
が

知
ら
れ
て
い
る
。
で
は
何
故
後
三
条
天
皇
と
成
尊
は
数
あ
る
調
伏
法
の
中
で
、

愛
染
明
王
を
信
仰
し
、
愛
染
王
法
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

(28) 

こ
の
疑
問
を
解
く
鍵
は
『
覚
禅
抄
』
（
増
上
寺
本
）
に
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

堆
祇
経
批
云
。
此
法
1

中
天
竺
摩
伽
娼
国
人
。
修
習
JI

ー
玉
含
足
―
-
―
七

見
。
竺
得
国
王
位
う
。
勿
ご
妄
リ
ニ
与
叫
守
人
二
。
密
之
中
最
秘
密

法
也
云
々
。

と
い
う
興
味
深
い
説
を
載
せ
て
い
る
。
後
三
条
天
皇
と
成
尊
が
行
っ
た
調
伏

は
単
に
個
人
を
調
伏
す
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
国
王
位

に
関
わ
る
調
伏
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
後
一
1

一
条
天
皇
が
愛
染
玉
法
を
修

す
こ
と
に
し
た
背
景
に
は
、
こ
の
「
中
天
竺
摩
伽
謁
国
人
」
の
説
が
大
き
な

意
味
を
も
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

後
冷
泉
天
皇
の
崩
御
は
後
三
条
天
皇
と
成
尊
の
行
っ
た
調
伏
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
同
時
に
、
悪
性
の
腫
れ
物
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
後
冷
泉
天
皇
の
崩
御
の
原
因
を
「
調
伏
」
と
「
握

癒
」
と
の
二
つ
に
着
目
し
て
論
ず
る
。

(29) 

『
阿
娑
縛
抄
』
（
滋
賀
叡
山
文
庫
毘
沙
門
堂
蔵
本
）
で
は
こ
の
一
連
の
話
を

一
先
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

一
先
樅
゜

此
法
以
―
―
東
寺
{
?
本
事
。
聯
有
二
其
故
―
憚
尤
多
。
不
レ
可
一
一
外
聞
↓
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後
冷
泉
院
御
時
。
後
三
条
院
東
宮
御
坐
之
時
。
小
野
成
尊
僧
都
東
宮
ノ

御
持
僧
：
，
御
前
＿
ー
祇
候
之
時
。
東
宮
御
髪
枕
御
之
間
。
御
白
髪
一
筋

椀
落
タ
ル
ヲ
御
覧
シ
テ
成
尊
ー
一
如
何
ニ
ス
ル
祈
ソ
是
見
ヨ
ト
被
江
仰
有
―
御
落
涙

気
↓
成
尊
見
二
此
御
気
色
↓

H
来
不
五
＂
知
＿
候
。
只
任
二
御
運
一
罷
過

候
畢
。
然
者
賜
二
身
暇
＿
殊
可
―
―
祈
精
―
之
由
申
テ
。
入
土
皿
ア
本
寺
主
変

染
王
七
箇
日
奉
供
之
間
。
後
冷
泉
院
御
悩
元
レ
程
崩
御
。
東
宮
令
二
即

位
給
了
。
但
御
在
位
不
レ
幾
゜
煕
繭
鄭

3
空
岱
諏
ぶ
g
四
攻
芍
。
成
尊
ハ

無
下
二
心
短
御
ナ
ル
君
哉
卜
密
々
申
ケ
リ
。
誠
法
験
掲
焉
以
外
事
也
。
自
レ

爾
以
来
。
多
以
二
東
寺
人
一
令
レ
修
レ
之
。
全
非
下
山
門
不
レ
知
此
法
一
々

義
号
。
件
時
一
二
尺
木
像
彼
手
作
レ
拳
向
レ
上
二
在
―
左
乳
辺
一
一
。

縛
日
羅
噸
若
親
仁
弱
咋
鐙
料
卜
書
テ
ク
ク
リ
サ
ケ
タ
リ
ケ
リ
。
此
尊
子
レ

今
伝
テ
有
レ
之
云
々
。
依
一
＿
此
霊
験
一
一
。
後
一
―
一
条
院
御
帰
依
之
余
。
随
ニ

成
尊
能
々
令
二
問
学
＿
給
。
白
河
院
ニ
モ
令
レ
奉
レ
授
給
ケ
リ
。
白
河
院
モ

信
受
砿
t

テ
。
法
勝
寺
建
立
之
時
モ
奉
レ
安
コ
置
円
堂
五
E

ヶリ。

こ
の
「
阿
娑
縛
抄
』
で
留
意
し
た
い
の
は
「
本
寺
二
入
リ
籠
モ
リ
テ
愛
染

王
七
箇
8
奉
供
ノ
間
、
後
冷
泉
院
御
悩
。
程
ナ
ク
崩
御
。
東
宮
即
位
セ
シ
メ

給
ヒ
了
ヌ
。
但
シ
御
在
位
イ
ク
バ
ク
ナ
ラ
ズ
。
シ
カ
レ
ド
モ
御
本
意
ノ
如
ク

成
就
シ
ケ
リ
ト
云
々
。
成
尊
ハ
無
下
二
心
短
ク
御
ス
ナ
ル
君
カ
ナ
ト
密
々
二

申
シ
ケ
リ
」
と
い
う
部
分
で
、
成
尊
の
祈
祷
は
七
日
で
成
就
し
、
そ
の
結
果
、

後
冷
泉
は
病
と
な
り
崩
御
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
七
日
で
成
就
す
る
」
と
い
う
の
は
霊
験
諏
に
よ
く
見
ら
れ
る
考
え
方
で
、

七
日
で
効
果
が
無
い
場
合
は
十
四
日
、
二
十
一
日
、
二
十
八
日
と
い
う
よ
う

に
七
日
を
単
位
と
す
る
思
想
が
観
音
信
仰
や
不
動
信
仰
な
ど
と
同
様
、
愛
染

明
王
の
霊
験
讀
に
お
い
て
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
の
後
、
後
三

条
天
皇
は
即
位
し
た
が
在
位
期
間
は
た
っ
た
の
四
年
程
で
あ
っ
た
。
し
か
し

•••••• 

な
が
ら
、
即
位
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
か
ね
て
か
ら
の
願
い
は
見
事
に

叶
っ
た
の
だ
、
と
『
阿
娑
縛
抄
」
は
語
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
後
三
条
が
天

皇
が
成
尊
に
行
わ
せ
た
愛
染
王
法
は
後
冷
泉
天
皇
の
呪
殺
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た
と
、
当
時
は
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
傍
線
部
の
よ
う
に
「
彼
手
」
に
持
た
せ
る
文
字
の
部
分
を
縛
日
羅
曝

若
（
バ
ザ
ラ
ラ
ー
ジ
ャ
）
つ
ま
り
金
剛
王
11
愛
染
明
王
と
書
き
、
そ
れ
に
続

け
て
親
仁
と
い
う
名
前
、
そ
し
て
鉤
・
索
・
鎖
・
鈴
を
意
味
す
る
弱
（
ジ
ャ

ク
）
畔
（
ウ
ン
）
鐙
（
バ
ン
）
岸
（
コ
ク
）
と
書
く
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
部
分
は
先
程
考
察
し
た
『
覚
禅
抄
』
と
は
大
き
く
異
な
る
が
、
こ
の
梵
字

の
違
い
は
東
密
と
台
密
と
の
修
法
式
の
差
異
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。

(30) 

『
白
宝
口
抄
」
（
高
野
山
金
剛
三
昧
院
蔵
本
）
で
は
、

同
云
。
て
ぐ
親
仁
只

≪

Y
で
｀
令
持
事
。
奉
為
後
一
一
一
条
院
。

為
障
擬
後
冷
泉
院
。
以
右
蓮
令
打
也
。
所
持
之
彼
者
後
三
条
院
心
性
。

此
心
性
障
凝
。
後
冷
泉
院
令
打
調
伏
也
。
故
後
三
条
院
心
性
令
持
之
上
。

て
ぐ
親
仁
書
令
持
也
。
此
等
最
秘
云
々
。

或
云
。
成
尊
僧
都
ー
後
三
条
院
春
宮
時
御
持
僧
也
。
参
入
時
。
鏡
，
，
御

覧
シ
テ
マ
ウ
ニ
ヲ
イ
ラ
レ
ニ
ケ
ル
物
カ
ナ
。
僧
都
奉
見
之
。
始
調
伏
法
。

ヽ
ノ
．
ヽ
／
．
ヽ
ヽ
｀
、
／
ヽ
／
．
~

後
冷
泉
院
ハ
後
三
条
御
兄
ニ
テ
御
ス
。
調
伏
其
御
位
。
七
日
師
子
自
歯
二

血
3
幽
宍
～
が
辺
／
3
-鉛
8
虚
細
E
a又
/
3
8
a
g知
認
5
郎

t｛
ぷ
，
0

と
新
た
に
後
冷
泉
天
皇
の
死
因
は
「
灘
癒
」
、
即
ち
疱
癒
の
う
ち
で
も
特
に

「
悪
性
の
腫
れ
物
」
で
あ
っ
た
と
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。

当
時
、
疱
癒
は
周
期
的
に
猛
威
を
振
る
い
、
生
命
を
奪
わ
れ
た
人
を
挙
げ

る
と
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
論
じ
て
き
た
禎
子
内
親
王
に
の

(31) 

み
言
及
す
る
と
、
『
中
右
記
」
寛
治
八
年

(
1
0
九
四
）
正
月
十
六
日
条
に

「
今
夜
子
時
許
、
陽
明
門
院
（
禎
子
内
親
王
）
崩
子
鴨
院
〈
是
依
疱
癒
也
、
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御
年
八
十
二
〉
」
と
あ
り
、
禎
子
内
親
王
も
疱
癒
の
た
め
八
十
二
年
の
生
涯

を
閉
じ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
疱
術
で
生
命
を
落
と
し
た
人
た
ち

は
後
を
絶
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
後
冷
泉
天
皇
の
握
癒
で
の

崩
御
だ
け
は
「
調
伏
」
に
よ
る
も
の
と
し
て
物
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
後
一
一
一
条
天
皇
が
自
ら
の
即
位
の
た
め
に
、
成
尊
に
後
冷

泉
天
皇
を
調
伏
さ
せ
、
「
壷
癒
」
に
よ
り
死
に
至
ら
し
め
た
と
当
時
信
じ
ら

れ
て
い
た
と
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
も
う
一
例
、
当
時
人
々
の
後
一
一
一
条

(32) 

天
皇
即
位
に
関
す
る
認
識
が
垣
間
見
ら
れ
る
記
載
と
し
て
『
野
沢
血
脈
集
』

（
大
和
子
島
寺
蔵
徳
川
末
期
写
本
）
に
も
、
後
―
―
一
条
天
塁
即
位
の
裏
側
に
は

後
三
条
天
皇
が
後
冷
泉
天
皇
を
調
伏
し
崩
御
さ
せ
た
と
い
う
生
々
し
い
物
語

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
次
に
提
示
す
る
。

（
前
略
）
此
僧
都
後
三
条
院
ノ
御
持
僧
也
。
則
チ
東
宮
ノ
御
時
僧
都
被
レ

人
レ
宮
二
時
。
御
鏡
被
叫
御
覧
天
已
二
年
老
ス
ト
被
レ
仰
セ
。
其
ノ
時
成
尊

謂
ラ
ク
。
後
冷
泉
院
ノ
御
位
之
間
。
東
宮
御
即
位
遅
ン
ト
思
食
ス
ト
得
ザ
ヽ
心
。

急
ァ
修
タ
テ
愛
染
調
伏
之
法
ぅ
後
冷
泉
院
ヲ
奉
5

調
伏
、
オ
伯
ァ
之
無
レ
程

崩
御
之
間
。
東
宮
御
即
位
在
テ
則
云
二
後
三
条
院
訪
足
也
。
但
シ
後
三
条

院
モ
在
位
四
年
ニ
シ
テ
無
レ
程
崩
御
。
成
尊
モ
随
テ
入
滅
ス
。
是
レ

Alヲ
調

伏
セ
ル
故
欺
。
彼
ノ
調
伏
ノ
本
尊
ハ
法
勝
寺
円
堂
ノ
愛
染
明
王
是
也
。
（
後

略）

右
記
の
波
線
部
「
人
」
と
は
、
後
冷
泉
天
皇
を
指
し
、
後
三
条
天
皇
と
成

尊
の
死
は
後
冷
泉
天
皇
を
調
伏
し
た
報
い
か
、
と
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
後
三
条
天
皇
が
成
尊
に
愛
染
王
法
を
修
さ
せ
調
伏
し
、
後
冷
泉
天

皇
を
死
に
至
ら
し
め
た
と
い
う
風
説
が
あ
っ
た
こ
と
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

後
三
条
天
皇
が
後
冷
泉
天
皇
を
愛
染
王
法
に
よ
っ
て
崩
御
さ
せ
た
と
い
う

こ
と
は
上
述
し
て
き
た
史
料
に
し
か
物
語
ら
れ
て
い
な
い
。
後
冷
泉
天
皇
が

後
一
―
一
条
天
皇
と
成
尊
の
愛
染
王
法
の
調
伏
に
よ
っ
て
悪
性
の
腫
れ
物
が
で
き
、

呪
い
殺
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
当
時
信
じ
ら
れ
、
説
話
と
し
て
伝
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
『
愛
染
王
紹
隆
記
』
に
は
語
ら
れ

な
い
生
々
し
い
要
素
を
内
包
す
る
説
話
が
『
覚
禅
抄
』
な
ど
の
修
法
書
に
は

累
々
と
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
成
尊
が
い
く
ら
後
三
条
天
皇
の
護
持
僧
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

今
上
の
後
冷
泉
天
皇
を
障
碍
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
恐
れ
多
い
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
後
一
一
一
条
天
皇
に
と
っ
て
も
調
伏
を
成
尊
に
行
わ
せ
る
に
は
、
ニ

人
の
結
束
と
信
頼
感
が
な
け
れ
ば
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
後
三

条
天
皇
と
成
尊
と
の
関
係
を
考
察
し
た
と
こ
ろ
、
成
尊
は
そ
の
母
・
源
俊
賢

女
の
家
系
が
藤
原
能
信
や
源
資
綱
に
結
び
つ
く
の
で
あ
っ
た
。
能
信
と
資
綱

は
共
に
禎
子
内
親
王
と
後
一
一
一
条
天
皇
を
支
え
た
人
物
で
あ
る
。
こ
う
し
た
縁

に
よ
り
成
尊
も
ま
た
護
持
僧
と
し
て
後
三
条
天
皇
を
護
っ
て
い
た
の
で
あ
っ

た。
後
―
―
一
条
天
皇
が
ま
だ
尊
仁
親
王
と
呼
ば
れ
、
東
宮
位
に
甘
ん
じ
て
い
た
頃
、

後
三
条
天
皇
と
成
尊
は
愛
染
玉
法
を
修
し
て
後
冷
泉
天
皇
を
調
伏
し
崩
御
せ

し
め
た
。
当
時
、
調
伏
法
に
は
様
々
な
修
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
後
一
―
―

条
天
皇
と
成
尊
は
こ
の
愛
染
王
法
の
調
伏
が
単
な
る
調
伏
で
は
な
く
国
家
の

国
王
位
に
関
わ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
た
の
で
「
天
笙
摩
伽

娼
国
人
が
七
日
間
修
習
し
た
だ
け
で
国
王
位
に
就
く
こ
と
が
出
来
た
」
と
い

う
愛
染
王
法
に
望
み
を
託
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
修
法
が
行
わ
れ
、
愛

染
明
王
の
冠
の
師
子
が
示
現
を
垂
れ
た
結
果
、
後
冷
泉
天
皇
は
体
に
悪
性
の

腫
瘍
が
起
こ
り
、
そ
れ
が
原
因
で
崩
御
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の

結
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修
法
書
を
幡
く
と
こ
の
こ
と
が
生
々
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
こ

と
か
ら
当
時
の
人
々
が
後
一
1

一
条
天
皇
即
位
に
つ
い
て
、
以
上
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
た
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
『
愛
染
王
紹
隆
記
』
に
採
録
さ

れ
て
い
る
後
三
条
天
皇
の
即
位
諏
に
は
、
調
伏
や
糎
癒
と
い
う
要
素
は
物
語

ら
れ
て
い
な
い
。
説
話
は
少
な
か
ら
ず
人
々
の
喜
び
、
悲
し
み
、
願
望
な
ど
、

核
と
な
る
も
の
を
追
求
す
れ
ば
人
々
に
と
っ
て
の
真
実
に
辿
り
着
く
と
私
は

信
ず
る
。
修
法
書
に
見
ら
れ
る
凄
惨
な
要
素
は
削
除
さ
れ
、
穏
当
な
霊
験
諏

に
語
り
変
え
ら
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

註(
1
)

後
三
条
天
皇
の
護
持
僧
は
『
護
持
僧
補
任
」
に
よ
る
と
①
法
印
大
僧
都
静

円
②
権
律
師
覚
尋
③
阿
闇
梨
信
覚
④
阿
闇
梨
頼
範
⑤
阿
闇
梨
成
尊
の
五
人
で

あ
る
。
「
古
事
談
』
「
後
三
条
院
春
宮
時
益
智
参
事
」
（
池
上
洵
一
『
島
原
松
平

文
庫
蔵
古
事
談
抜
書
の
研
究
』
研
究
叢
書
六
十
四
・
一
九
八
八
年
十
二
月
・

（
マ
マ
）

和
泉
書
院
の

141
頁
）
に
は
「
御
持
僧
勝
範
座
主
」
と
あ
り
、
第
一
ー
一
十
三
代
天

台
座
主
と
な
る
勝
範
も
後
三
条
天
皇
の
護
持
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

(
2
)

『
増
補
史
料
大
成
』
所
収
の
『
春
記
」
の

19
頁

(
3
)

本
文
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
二
十
一
巻
所
収
の
『
今
鏡
』
「
す
べ
ら

ぎ
上
」
（
司
召
し
）
2
5
頁
よ
り
挙
げ
た
。
な
お
人
名
は
適
宜
（
）
で
補
っ
た
。

(
4
)

本
文
は
神
戸
説
話
研
究
会
編
『
続
古
事
談
注
解
』
(
-
九
九
四
年
六
月
・
和

泉
書
院
）
を
用
い
た
。
『
江
談
抄
』
の
「
壷
切
事
」
（
「
群
書
類
従
」
第
十
八

巻
・
雑
部
の

634
頁
）
に
は
、

（
前
略
）
而
後
一
1

一
条
院
東
宮
之
時
。
廿
三
年
之
間
。
入
道
殿
不
令
・
レ
献
給
―

云
々
。
其
故
ハ
藤
氏
腹
東
宮
之
宝
物
ナ
レ
バ
。
何
此
東
宮
可
令
・
レ
得
給
―

乎
云
々
。
伯
後
三
条
院
被
レ
仰
之
様
。
壷
切
我
持
無
益
也
。
更
ニ
ホ
シ
カ

ラ
ズ
ト
被
レ
仰
ケ
リ
。
サ
テ
遂
二
御
即
位
ノ
後
コ
ソ
被
レ
進
ケ
レ
。
是
皆

古
今
所
伝
談
也
云
々
。

と
あ
る
。

(
5
)

星
野
恒
「
歴
世
記
録
考
・
土
右
記
」
（
「
史
学
叢
説
』
第
一
集
・
星
野
恒
．

明
治
四
十
二
年
三
月
・
冨
山
房
所
収
）

角
田
文
衛
「
皇
太
弟
尊
仁
親
王
」
（
「
後
期
摂
関
時
代
史
の
研
究
』
古
代
学

協
会
・
平
成
二
年
三
月
•
吉
川
弘
文
館
所
収
）

(
6
)

永
井
義
憲
「
『
愛
染
王
紹
隆
記
』
ー
解
説
と
翻
刻
ー
」
（
「
日
本
仏
教
文
学
研

究」

3
．
一
九
八
五
年
七
月
・
新
典
社
所
収
）

櫛
田
良
洪
「
「
愛
染
王
紹
隆
記
」
の
出
現
と
同
本
文
ー
東
寺
宝
菩
提
院
本
ー
」

（
「
続
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』
・
一
九
七
九
年
一
1

一
月
・
山
喜
房
仏
書
林
所

収）

(
7
)

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
三
十
一
巻
所
収
の
『
元
亨
釈
書
」
の
140
頁

(
8
)

「
大
日
本
仏
教
全
書
」
巻
第
六
十
一
1

一
巻
・
史
伝
部
二
の

80
頁

(
9
)

「
大
日
本
仏
教
全
書
」
巻
第
六
十
八
・
史
伝
部
七
の
『
真
言
伝
』
巻
第
六
の

59頁

(10)

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
十
八
巻
の
「
金
剛
峯
楼
閣
一
切
増
伽
潅
祇
経
』
巻

上
「
愛
染
王
品
第
五
」
に
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

於
白
月
鬼
宿
取
浄
白
素
髪
画
愛
染
金
剛
身
色
如
日
暉
住
於
熾
盛
輪

三
目
威
怒
視
齢
酪
麒
税
恋
利
毛
念
怒
形
又
安
五
鈷
鉤
在
於
師
子

頂
五
色
華
昏
垂
天
帯
覆
於
耳
左
手
持
金
鈴
右
執
五
峯
杵
儀
形
如

薩
唾
安
立
衆
生
界
次
左
金
剛
弓
右
執
金
剛
箭
如
射
衆
星
光
能
成

大
染
法
却
祁
我
搬
衛
右
蓮
如
打
勢
一
切
悪
心
衆
速
減
無
有
疑
以

諸
華
霊
索
絞
結
以
厳
身
作
結
珈
扶
坐
住
於
赤
色
蓮
蓮
下
有
宝
瓶

両
畔
吐
諸
宝
造
像
安
於
西
行
人
面
西
対
結
大
渇
磨
印
及
誦
根
本
明
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兼
示
三
昧
耶
一
字
心
密
語
能
成
能
断
滅
一
切
悪
心
衆
又
結
金
剛

界
一
二
十
七
翔
磨
及
以
本
業
明
速
成
百
千
事
薩
噂
訥
痣
旺
及
諸
餓

囃
詞
加
念
怒
降
伏
一
夜
当
終
覚
誦
本
根
本
明
結
一
―
―
昧
耶
印
又
令

伽

移

耶

取

紅

蓮

花

秦

一

百

八

護

摩

一

宿

即

敬

愛

又

令

彼

摂

伏

取

白
檀
香
刻
金
剛
愛
染
王
五
指
為
量
等
長
帯
於
身
蔵
一
切
有
情
類

及
諸
刹
利
王
摂
伏
如
奴
僕
常
結
翔
磨
印
誦
大
根
本
明
増
益
一
切
福

堅
固
如
金
剛
若
七
曜
凌
逼
命
業
胎
等
宿
画
彼
形
那
摩
置
於
師
子

口
念
誦
一
千
八
速
滅
不
復
生
乃
至
釈
梵
尊
水
火
風
焔
魔
頂
行
之

悪

類

夜

走

無

辺

方

一

切

悪

種

惹

浄

行

必

器

衆

難

調

毒

悪

龍

那

羅

延
自
在
護
世
四
天
王
速
除
令
失
命
復
説
愛
染
王

(11)

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
七
所
収
の
『
白
宝
口
抄
」
巻
第
百
十
六
（
愛
染

王
法
上
）
「
首
髯
師
子
冠
利
毛
分
心
怒
形
事
」
の
99
頁

(12)

『
梵
語
集
』
は
散
侠
し
て
い
る
が
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
七
・
『
白

宝
口
抄
』
巻
第
百
十
六
（
愛
染
王
法
上
）
「
首
昏
師
子
冠
利
毛
念
怒
形
事
」
の

99
頁
に
『
梵
語
集
』
か
ら
の
引
用
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

(13)

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
第
七
十
八
巻
所
収
の
『
厚
造
紙
」
「
愛
染
王
法
」
の

272
頁

(14)

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
十
八
巻
所
収
の
『
玄
秘
抄
』
巻
第
二
「
愛
染
王

法
」
の

389
頁

(15)

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
十
九
巻
図
像
七
所
収
の
『
薄
草
子
口
決
』
巻
第

十
五
「
諸
明
王
部
第
三
」
の

267
頁

(16)

註
14
に
同
じ
。

(17)

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
巻
第
五
十
三
・
図
像
部
一
一
一
の
『
覚
禅
抄
』
（
愛
染
王

法
下
）
「
同
手
彼
手
作
法
事
」
の
1
3
9
頁

(18)

『大

H
本
仏
教
全
書
』
巻
第
五
十
三
・
図
像
部
一
＿
一
の
『
覚
禅
抄
』
（
愛
染
王

法
上
）
「
道
場
観
」
の

121
頁

(19)

『
大
日
本
仏
教
全
書
」
巻
第
六
十
八
・
史
伝
部
七
の

64
頁

(20)

拙
稿
「
「
竹
人
説
話
」
生
成
論
ー
義
範
と
範
俊
に
関
す
る
一
連
の
説
話
群
を

中
心
に
ー
」
佛
教
文
学
27.
―
1
0
0
1
―
一
年
三
月

(21)

永
井
義
憲
「
成
尊
と
そ
の
周
辺
」
密
教
学
研
究
9
．
一
九
七
七
年
三
月

(22)

藤
原
能
信
と
源
資
綱
に
関
す
る
考
察
は
、
福
長
進
「
『
大
鏡
』
の
作
者
」

（
平
安
文
学
論
究
会
『
講
座
平
安
文
学
論
究
』
第
十
一
輯
•
平
成
八
年
四
月
・

風
間
書
房
所
収
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

(23)

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
十
八
巻
所
収
の
『
古
事
談
』
第
一
・
玉
道
后
宮

の
1
8
頁

(24)

『
史
料
大
成
』
第
五
巻
所
収
の
『
帥
記
」
の

30
頁

(25)

『
史
料
大
成
』
第
五
巻
所
収
の
『
帥
記
』
の

32
頁

(26)

『
史
料
大
成
』
第
五
巻
所
収
の
『
帥
記
」
の

41
頁

(27)

堀
祐
「
護
持
僧
と
天
皇
」
（
『
日
本
国
家
の
史
的
特
質
古
代
・
中
世
』
大

山
喬
平
教
授
退
官
記
念
会
・
一
九
九
七
年
五
月
・
思
文
閣
出
版
所
収
）

(28)

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
巻
第
五
十
三
・
図
像
部
―
―
一
の
『
覚
禅
抄
』
（
愛
染
王

法
上
）
「
感
応
事
」
の

116
頁

(
2
9
)
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
五
十
九
巻
・
図
像
部
九
の
『
阿
娑
縛
抄
』
第
百
十

五
「
愛
染
王
」
の

50
頁

(30)

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
図
像
七
の
『
白
宝
口
抄
』
巻
第
百
十
七
（
愛
染
王
法

中
）
「
左
下
手
持
彼
右
蓮
如
打
勢
乃
至
無
有
疑
」
の

103
頁

(31)

『大

H
本
古
記
録
』
所
収
の
『
中
右
記
』
一
一
の
16
頁

(32)

『
真
言
宗
全
書
』
三
十
九
所
収
の
『
野
沢
血
脈
集
』
巻
第
一
「
第
十
六
成

尊」

（
お
く
だ
し
ず
よ
／
神
戸
大
学
大
学
院
生
）
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